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STR-608R/788R
■電動ドライバーはご使用にならないでください。 ■必ず2人以上で組み立ててください。

（A）上部フレーム

（A）上部フレーム

（B）下部フレーム

（B）下部フレーム

1で組み立てたフレーム

（C）棚板

（D）ポール（太）

（D）ポール（太）
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（E）ポール（細）

（F）プラスボルト （G）突張り金具

（G）突張り金具

（H）ノブ
（H）ノブ

（D）

（G）

（H）

（J）アジャスタ

（J）アジャスタ

（J）

MADE IN TAIWAN

突っ張りフリーラック

STR-608R：（約）幅63×奥行25×高209～ 282(cm)
STR-788R：（約）幅78×奥行25×高209～ 282(cm)
金属（スチール）

エポキシ樹脂塗装、メッキ（クロム）

●外 形 寸 法

●構 造 部 材

●表 面 加 工

取扱い・組み立て説明書

この度は、当製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
使用前に、この説明書を最後までお読みのうえ正しい使い方で末永
くご愛用ください。この説明書は組み立て後も捨てずに、大切に保
管しておいてください。

品  質  表  示

部  品  明  細 ■組み立てる前に部品が揃っている事をご確認ください。

■下記の耐荷重の範囲内でご使用ください。
　全体耐荷重 ： 80kg　棚板（１枚辺り） ： 10kg
■本製品は一般家庭用の収納家具です。
■高温多湿ではない室内で、床が水平な壁面に設置してください。
■過度に重いものを載せないようご注意ください。

上・下部フレームとアジャスタを取り付けます。
STR-608R/788R

STR-608R STR-788R

1で組み立てたフレームに
ノブと突張り金具とポール（太）を取り付けます。

×2

×2

本体や床に傷が付かないように、
あて布等を敷いてから組み立ててください。









■電動ドライバーはご使用にならないでください。 ■必ず2人以上で組み立ててください。
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STR-608R/788R
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2で組み立てたフレーム

（C）棚板
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（E）ポール（細）
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（F）プラスボルト

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

（F）

2で組み立てたフレームのお好みの位置に
「ポール（細）」を「プラスボルト」で仮締めします。

「ポール（細）」は前側を後側より
2段下（後側を前側より2段上）に
取り付けます。

本体を天井に固定します。

本体に緩みがない事を確認して完成です。本体に棚板をしっかりとはめ込んで、
ボルトを本締めします。

水平置き

斜め置き

※ボルトを  本締め  してください。

※ボルトは  仮締め  してください。

「

前
側
」
は
「

2
段
下
」

「

後
側
」
は
「

2
段
上
」

用途に応じて

2通りの選択が可能です。
と の水平置き 斜め置き

安定のためポールの
取り付けは、上部に
集中させないでください。

前 後

前

前

壁面

①最初にレバーを時計回りに
回しきってください。

②次に調節ノブをゆるめ、
突っ張りポールをのばし、
天井にあててから調整ノ
ブを固定します。

③レバーを反時計回りに回
して、天井と突っ張りポー
ルを固定します。

突っ張りの固定方法

レバー

●突っ張りがしっかりと固定され、商品が安定している事を必ず確認してからご使用ください。
●設置される前に必ず天井と床の強度を確認してください。強度が弱いと天井や床が破損したり、
時間が経つとゆるみ、商品が転倒する場合があります。

突っ張り

突っ張りポール

※ボルトが見えなくなるまで
　回してください。

のばす

天井

突っ張りポール

レバー

※ボルトが見えるようになる
　まで回してください。


